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         チタ ン酸バ リウム磁 器 の電壓 特性 につ い て
             阿 部 清,田 中 哲 郎
 筆者等はチタン酸バ リウム系磁器を蓄電羅材料 として慮用する目的を以て,そ の誘電艦 とし
ての性質を研究 し,そ の一部 を既に稜表 したが1),チ タン酸バ リウムの誘電特性が電界によつ
て著 しい影響を受けることを見出 したので,先 づ誘電率に及ぼす交流並びに直流電墜の影響に
ついて實験的研究を行つた.
 微弱な電界で測定すると,チ タン酸バ リウムの誘電率は常温で千激百,110℃ 附 近 の 所 謂
CUI・'e貼では6～7000の 値をもつているが,彊 い電界中ではこの値が著=しく攣化する.第1圖
は厚 さ1.17mmの チタン酸バ リウムの圓板}lk試料に零か ら800ヴ オル ト(685V/mm)の60サ イ
クル交流電墜を加 えた場合の翻電容量の電堅特性を温度をパラメーターとして示 した ものであ
る.同 圖から明かな通 り,常 濫附近に於ては電墜の上昇 と共に急激に容量が増加 しある最大値
を過ぎると電膝の上昇 と共に減少す る.こ の様な特性は温度によつて襲1ヒし,Curic黙 以上の
温度では大盟容量の減少のみが認められ,そ の減少の割合は高過程少 く,150℃ にもなると殆
ど電巫の影響を受けない.
 第i圖 の曲線か ら電墜をパラメFタ ーとして容量の温度特性を求めると第2圖 の如 くなる.
同圓から明かな通b,容 量の最大になる温度及び最大値が電墜によつて著 しく攣化する.
 次に同じ試料 に直流偏僑電堅を加へ,そ の値を雫から700ヴ オル ト(598V/mm)迄 攣化 させ
た時の静電容量の攣化の歌態を交流600サ ルクル,電 墜5ヴ オル トで測定 した.第3圖 はこの
結果を示す ものである.こ の場合は加えた偏僑
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率 が最大 にな る.而 してCurie貼 以上 ではこの減 少率 が温  虞 。
度上昇 と共 に小 さ くなつ て150℃ を過 ぎると偏僑電墜 の影  ・ミー1・
響・樋 て働 とな・・伽 の場綱 ・こは示していないが ㍗;1
偏僑電堅の上昇 と下降 とでは容量の値が異 り.和 當大 きい  距 如
履歴現象が認められ,殊 にCurie鮎 以下の温度ではこの傾    一5e
向が 著 し く,Curi・1,tifLJ.上 の1版 では膿 」・昇 と共 晦 歴  o zo釦6σ 、蝦o曙0140'60
現象 が少 くな り・150℃ 以上 では殆 ど認め られない・第3 箪5周 直流筋5奇電圧 クoo7'・fa s
圖は履歴 曲線 の電巫上昇時 の値 を取つた ものであ る.同 圖    溶量減 少率 の 温戚 嚇 恨
か ら直流偏惰電 墜をパ ラメr-一タVと して静電 容量の温 度特 性 の概略 を示 す と第4圖 の 如 くな
る.〆両700ヴ オル ト(598v/mm)の 偏!奇亀墜を加 えた時 の容量 の攣 化率 ∠clc(或 は誘電率 の
攣化率4ε/ε)を 計算 してその湿度 による特性 を示 した ものが第5圖 で あ る.
1) 阿部,田 中:本 誌,1:3,95(昭 和24)
              (昭 和24年7月9日 受 理)
         12.燃 瓦 の 研 究(第3報)
             寺 田 清,玉 城 國 造
 1.緒 論 燃瓦製造に封 して高能率の窯の適用を制限するものは燥焼過程である1)2b.著
者等は燥焼の問題を,主 として工業的製造の立場より研究 しているが現在迄 に得 己,れた結果を
本報で報告する.
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